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1. 背景と目的 

 震源断層を特定した地震動予測地図（シナリオ地震動

予測地図）1)では，地震動予測の不確定性を考慮するため，

複数ケースの震源断層パラメータが設定される場合が多

い．複数ケースのシナリオ地震動予測地図が示す地震動

強度のばらつきとその空間相関の評価方法を確立するた

め，文献 2)では特異値分解を用いたモード分解手法が提

案されている．ケーススタディとして逆断層である石狩

低地東縁断層帯主部の計測震度分布を対象とした数値計

算例が示されたが，多様な断層を対象とした考察が課題

となっている．本研究は，深谷断層帯，山崎断層帯主部南

東部，糸魚川-静岡構造線断層帯中北部を適用例として加

え，計測震度の空間分布特性と震源特性・伝播特性・深部

地盤特性との関連を比較・考察する． 

2. 地震動分布のモード分解 

2.1 断層の基本パラメータ 

 対象とする 4つの断層の震源パラメータを表 1に示す．

石狩は 2 つの断層面からなり，重複部分の面積の扱いの

違いにより地震モーメントが 2 種類設定されている．深

谷は，単一の断層面に対して，アスペリティ数が 4 と 2

の 2 種類設定されている．山崎は傾斜角 90°の左横ずれ断

層で想定ケース数は 4 と少ない．糸魚川は 3 つの断層面

からなり，断層の北端から北東方向に深部地盤が深い． 

2.2 特異値分解によるモード分解 

 モード分解により得られた左特異ベクトルと右特異ベ

クトルについて，それぞれ 4 次モードまでを図 1～4 に示

す．左特異ベクトルはモード形状を表しており，同色の

地点間で正相関，異色の地点間で負相関の相関関係にあ

ることを示す．右特異ベクトルは，マップをモード分解

した際の重み係数を表す．ケースごとの震源パラメータ

の設定と右特異ベクトルとの関連性を比較することによ

り推察される左特異ベクトルの成因について考察する． 

(1) 石狩低地東縁断層帯主部（図 1）2) 

1 次モードは距離減衰特性と表層地盤の地震動増幅特

性を反映していると考えられる．この傾向はいずれの断

層にも共通するため，これ以降は省略する．2 次モードは

2 種類設定された地震モーメントの違いを反映し，全域

で正相関となるモードである．他の 3 断層では地震モー

メントが１種類のためこのモードは現れない．3 次モー

ドは破壊開始点の違いによるディレクティビティ効果，4

次モードはディレクティビティ効果に加えて 2 つのアス

ペリティからの同時到達の効果をそれぞれ反映している

と考えられる． 

(2) 深谷断層帯（図 2） 

2 次モードはアスペリティの重心位置，3 次モードは破

壊開始点の違いによるディレクティビティ効果，4 次モ

ードは破壊開始点の位置を反映していると考えられる．

モード形状は石狩よりも比較的単純である． 

(3) 山崎断層帯主部南東部（図 3） 

横ずれ断層であるため，基本的に断層走向を軸とした

ほぼ線対称の傾向が見られる．また，ケース数 4 と少数

であるため，ばらつきの空間分布特性と震源特性の関連

が明確である．2 次モードは破壊開始点の違いによるデ

ィレクティビティ効果，3 次モードでは面積の大きなア

スペリティの配置，4 次モードでは各ケースの広域的な

震度分布の細部をそれぞれ反映していると考えられる．

高次モードになるにつれて複雑な形状となるのは，断層

帯によらず確認される共通した傾向である． 

(4) 糸魚川-静岡構造線断層帯中北部（図 4） 

1 次モードでは他の断層に比べて深部地盤の影響が顕

著である．2 次モード以降についても深部地盤による影

響を確認ができる．2 次モードは破壊開始点の違いによ

るディレクティビティ効果，3 次モードは破壊開始点の

位置，4 次モードは各ケースの広域的な震度分布の細部

をそれぞれ反映していると考えられる．横ずれ断層であ

るが 70°の傾斜を持つことと深部地盤の影響により，山崎

に見られたような断層を軸とした線対称な分布は確認で

きない． 
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3. おわりに 

 本研究では文献 2)の評価手法のケーススタディとして，

新たに 3 断層を対象として，複数ケースのシナリオ地震

動予測地図のモード分解を行い，上位モードの特徴を計

4 断層間で比較した．距離減衰特性，表層地盤の増幅特性，

ディレクティビティ効果，アスペリティ位置などがモー

ド形状に与える影響を確認した．本研究では地震動強さ

として計測震度を対象としたが，応答スペクトルを対象

とした分析により，モードの特徴を周期別に比較検討す

ることを今後の課題と考えている． 
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表 1 4 つの断層の震源パラメータ（文献 1)を参考に作成） 

 

 
図 1 石狩低地東縁断層帯主部における左特異ベクトルの空間分布（左）と右特異ベクトル（右）2)  

 
図 2 深谷断層帯における左特異ベクトルの空間分布（左）と右特異ベクトル（右） 

 
図 3 山崎断層帯主部南東部における左特異ベクトルの空間分布（左）と右特異ベクトル（右） 

 
図 4 糸魚川-静岡構造線断層帯中北部における左特異ベクトルの空間分布（左）と右特異ベクトル（右） 
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